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法と大差なく、牙'1迩 i乃芯研究ザnンマクトの万向性i とは相手子れないので¥;な

いかl'いつ疑問もあ:'}与る、.::..;j'L :'-~ i ，~:本 Ê~な"内/ンサ目 f いゼがあるの一行

あり、 2点ほと反論しておきたいよ

まち、弟ーに、むiたな方法論争続UF1-:~ る口、うことは '11 刀、日~J に抽象的な方法
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マス試験紙レして;夫人の冶央μ;当栴である Y 型われる n

{'(;ーに、終成主Ff子。 i宅去性 e 貢仔とし』う犯罪抗体系が堅 r~，'，とある lrJt 去であ

)~ iトλこそ、↑町"士、体系があるのか lい i機能ヱf;t此考察がでさるの (":1な'，，'，

か、ここに、 f，~ョの拝、不 トゲトデ fク手重視する法律学の克代論に近:1干の

模拡土義、つ‘帰結土義Hヲ方法論土町交錯~- 1..ιうE7Lで、 まさ L本ιじりトグ〉主

日正fl.丙こ車1，を に}るのである。

庁、;;"Y，樹 rl三、 i~: -k'~'うえん宰(;ú-:-;- ~， 刊j/;(~お ::r;;":， 32;;rm命の体系 l土、いま子，­

ベッカ !) 'Tなどの業績lいの上i成立した Ij:J.Jf，~: (~:t博成w併に該与〕、進f去

ご有賢岳行お?とうる l レいうれ】担み i 去らわれ('"、之 n 構成せされは矛;目決4十

+説lヘ(結思士伝的情誌を長たとすれ:工!法法斗 :ZJ王府 L~三差't;立\非難 "J 続性

かき~TI~つける責任主主から責任 L有責性 ì 1-1が基ぬ J;-jられる/古今 伯方

押詰でのF， ~~ 正当化侵犯は、 殺予防止符引J'μシを出'L、にJW解 tミされと

:入 LいI~ 乙のよう士予防 (jrr.l)'_) ，1-い与 11自のみか円みる在、橋iJ¥t事件、没

J古件、責!fの3生件、 J-lでもき:'!f々 刑法犯のI}丸、の絶対的な日長条件とせるIJ;!

jJlは之'-'ιょう，-見える 予防Lつとめには責汗 i被害・通j:: ，.y要点セずに 11

と弓ブデレを複雑i，: 現実イヒヲ.C:~-とで追う島貢jfのはう占主主主 L'- と 1 ぺ考 k "J) も

ありうる川!1:'，V:::LL[:!~\J4] STA'f:/'.. ~iß-; CCCT亡2& 1_ILEi'{ ~200n Sl寸川， 34ö-34~l.ì 

.;'¥.ソ刀 リマ l胤十人十 ・1;¥1.1件 莞 Lてノョ ~2訂1 と刑罰 109;)9:均三回岩波主席、

1平'"前 「叩IJj圭総論 LJl I 日n 'f'~斐際 90言、藤ぶ英政明IJj去請義結論J

， :07ミザ・弘文';;(170 目、;日j害議 I'liJ決ミ拝読給持(J二!d1日お年・企苦悩) I ，~.) 
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千t'成丈~':只、7j''''長「子主義則日、字。総言言、(~()()討r._ .有'?L河:''，'() f.言、
?可出!ft!-，.，:C 刑法f2論 ，:200fi年.'J}..、主主) ~8頁

2 平ち '，1 97?1日掲注リ1) ぇ拭90頁、藤本

内務 "9幻) -~;-掲;~~ ::11)文献 l川貞、 111cj 
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ìI~主主 i工 F しとは.")F;雫ま Lいi'考え'，'こトも rき之 8 ま丘、情説安i午ι よ

る千更ォi 能性の判 ltとい与ものもで予防の鋭点からは~-~立な安主である 、のよ

うにアリ与のiiJ1点から、情説安打該当1こ・違法土・主任や安ぷするjjlji)dPi、円16:

芯おか L しとい与疑念が出てど引のは至松、~;扶である。

ニのJこノ {i本企巴が対象土する民人処罰ク〉上最下lでよりに..-jT，をL現れる 責任泣

件そ T続出J涼責j1~白と理解 lj jニ湯舟は 1人ね舛のない法人~::互÷観的妥主と

~~ "( <1)責汗絞念干RtUz寸{，こ土ができな'，，)cうではないかノ L う疑問が発，'"':-:， ._~ -<J 

かんであ化三法人の別字汽11をあきらめる ιいう 〉内粍什町詩的なん向を J

~--.' -j¥ 決へにもIIIJ事費{手を認める μいう力可を円抱一7在()(;(、主鋭的印青事尚

としての責任概念が恋予を!日，:.'tl、ひい rl.i引j完治1t;'シ、.1fIji王休告に1可;.)かの

在日友どま:二、ル辿λれるよう: も見fる;う λずある

他方、従来の刑法体系を経持f之、正解以、特別式I;h. 枝子];)]，~-いった刊IJ ~士

山止当化杭拠 18'0 以タいJ自民士かれ、 j:-~罪命体主を恭誌'アげる、構成要件設当

?との長芹は;主JTlJi士二Jごj義によ lて遍かれるものであり、子見可自作__ ~ 'f牢の柑i足とし

て、 l'肢の行動的当位、治政0)iJ ;Jjふ判じするもの、し寸)(X、人1長官i'l培・は由

一義のロはがあ，:j，いする人また、日体μぷつぐ構成安作7)"7;"めらιるこ」を

要求可ゐてとでt:!:キキ品目下J製械を強調ヲ ξJごともある九貫千十妥件l立、守て説日〈J

m~行為可能什であり、 m~行為可制竹 ~rf~}:'，，'，協合にι 京が同事討を謀す?とは人

権伝'J:;であるなど ζ も苓fら2 ゐ川Jラこのよう(.:---J~ T}J ~: i J冗なゐ人1長I%P幸・自

f-[土義;-1. ろイ白f亘を行ちJ;t，:;-こ }L?、3:日仁子詣14，与誌の吾作のば斗を合定する七軒

がキ1日であるっ

しカ L 、樋!日毛主は、この上うな 1 安1'1.i-~-f-\:宏、 jt る d目当 f論仏系. f:':~ ;)~体系

右、「司IJi，JiJc，と u うステノグ 7 ts~;肝1;>)争吋う fんこと者拒:果 4アるものと

': 11) _)(i校17U~:;: (1，006) si:掲t二
『ギ!i'.:'(1972) ~:>t苦注 (11)士以九九回、千三三 、977)白t掲辻 (1:;)文献7;'0、

|ち藤(1983iヨIj梼rt(11:' 
'I'J， xl j長

文献142去、伝的捷二'11'1; 法松~M1.JJ r: 200C年 内斐閣

ド平子.:19'(2)ョ椙戸 ILl 文献刷、 ti7TIi:r)<， 

'!~H_:k 7υ豆、 ょ司 Z，(附1)e::搭注'，11) 丈IT1K1:)，王、

i王手救官284号 '::W保存i48頁

|吋牒 119ヌ3;.芳'1掲作(11)

!!dl'11志 rur刑法定上義一

l'仔':l~ïL: 常掲1 1: (11) 正剤、品目、

16:ifi (20件、 :t，巷7土 i~ 8)丈:fu>:E只
u ，，~{J{J1)育lt詰汁 ilノ え同lC夜、

サ高~ (19S3) ~í. 掲注 (11) 正甘れ'131'"
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ClU'Iす--，こ).-;::-. j:'ド，J. Jf:J トグ)1t~さのみ一〉九九(子も正当化さ石グYC':よな l 、か

とい丹新たな ~itみをォτ[~'" -9-;'今一 :. ~:):h rw]そ辞めれば、刑法:m-::: ~;、， ;~，~I: に

tjf誌も Lζあつよじもかかわムず、 h歩合必侵吉 4干して l迄;):、世論!:l. 和長-:trr-lニ

情芯ヲifl，'t (: -~，て、ゆ人:ちん i 桟的f自?二 l-~ WJ花七ともあつれ l、平手.'千三れぬ

事情はなかっと人司告し、E4f#である 土いう〆ゾ FルMりができ、 二(/)1，ゾ

寸.lL.~!Jí り 、ステノグマ)が民X~住効果を生み、抑"のためのイノ t， >ブイ プを予告

岳ーさせる目 、この威略t~~t呆，~，-んザしめるステイクマ苅長仁こそ刑事責 l干のさ;誌

を認める。この」引な〆--;-)レ目占りの効果 'i)ためl刑法犯の成立を 3要l牛円満

プ37JE合に|以'!Eする円いつのは、市IJ{元犯をあ心俸の/0-)>'昨夜品、，~いぜギ y

、(;i[[elJ _"W(}d:， ~-1 としてZ古うことになるハアヱ J 山

この工うな珪併は、 ji]l;:土いう似凸に純1こ1るこ主じFU;主体系 rトlJ1f̂意味土 ify

Jでする見解。 ちととな、 三tよfで:、 二高妄f本川、寸f栓企 .)人!¥、十栓在シ

zる)e包Eイ位呈カかミ1:，)川刊法{伝芋ノ系宅をムιL主当司f化じ一ヲヲ Jる己兎t蝉非:に二 b たた fな;~_l jrr. iI'_}~1.-l.う ;IIJit'oつI1自りか

らEもliU与のITIJit，'of;;ちをよ当fLぞ).{;のごはな，-"誌、乙いう試みごあるつ試み

に迭さないため、従前0)2つ(/)¥'r域ふ主主:にパ、足するここはごさないサ特:二基

料ít.'!~1:~室内発想を芋??するこ(川止できないn どが、イ;ずの、 1;11止のまR点からは

111.ず法{てに夕、は1.0.:-:"(たないと ν うた正L暴な発怨には 疋 (})"Y>'!- ト L;'妄従不ぞ

きるのとはむし』カと草子られる。

九号円刀言、 この上うなスティググ切呆:上ってm;Mγ?";~-:.基淀づしるの;品、

。 i 樋~ (200日 i褐u:(:1ノ丈萩、ハ すノ訂正3員、総UJ〉印刷 jj日掲i上川:

丈布、lSti"rr
二2Mi ~__~設丈はあ\まと I ;i~ミ H変J i'J どまり、本丈cコエ Jに叩IjU、イ.p、やスヲー/

グマ封7果の1ξ能のみで理解ヲる p までrA~守~<:'わげとはな、九どが、この信円

の示唆はぶ又む j主べ ω ょうーーよさな JEfI~詣枠組みの説作内:l1t謹を fTむもの Pある

ように記われる
? 

乙ぷ1 にのよ dう1なメ力 ズム1にこ対旬て、 J江l時 Jの7γべ1汁，1:ンJ ゲ百前おグの){州1)1月究{は玄、 スy イクク

マ詰栄守やJ

写発色 同:定ef化と，.一zるJ五渇持白台i/Jあ〆品;ム〉二 t4か台示 i唆み喧~~T る o i存土守f喧 等桝司 lヲべ1川Jンゲ沿の;津予千恒三t

汚封犯E二:百乃w午学fのj諜z窪J ':什':1日ω日1守杷ヤ わ瓜，k_;ι正サ) ;-j叩頁
千ツ 7 ニ./~~ーとはイ内情|昇が需要 E の増大手もたらし、イ的格卜;事がその減

γ合も:二，\--;jような ~l話にあ￡財のことふ v 、うハ 月山，吋AS-COLl':，l.f::-AL. ¥'l!ι 

ト'(y--，;.'(H，;)¥IICT汁ト(J ~Y ， ~ 9:;(j ()λff) n~. 2!、; H".L VA~'~". I\， ::¥'Ill足。 fパ\I()~，(: Ar'AI ¥'."L-.， ~:;，，~ 

Ed. 1992 ~;(l rto;" 11 i 

~::: '1'字GO>!.G5)1;;77 lf3GJ 



タ円
t-， 4 

'" 

ぢで川、 己批人の刑事主IJJi，，'別に、他方日士、 ヲてへの行政処ノ示 e 保安1吐守F

~i SI]:，こ、法人内市IJ'下京ドそ庄疋する叫l'由‘意~t :t:~之宮三千ろ』実減ミゾJ]主 1';があ

£ 役者の行政処 ~It .保安処分rの比較ドついて!よ。むと人に l ドまらず日然人

まで吉山 f，~JfU宇素イ1 殺の意誌やスデ fゲヴ効果のさL あること 1手示すこ.::.: 

~， ~ 
IJ: /0 

他 h 、目 íj:'lJーの日然人的?日事責汗との比較からは、 r~-伸の士ぃ法人に T.舶(;帰

責事由ミ費!子宮;f 全日オこ土は論理的 l 由主可訟で品るノ\~ ， ;] I材識の九肢の f~":

司がよ毛えと τ スデイウマ刻果L1.;ι う観点デら別法イ伝子園引J 才r~:刻字ぷ 'i) 立芸を捉

;(るのて7あれば、責任きさ刊は、かならデしも主鋭的汚管事舟cある、二月ごはう、

く、 1ι iJU具休rj な河芸百状01， ιMける W~-i' 品 'Irti~t'主たる責汗要件に/九められたス

テイゲマ効呆カ%とめられるかi/うかじょっ亡、jL〉包される吋

問え;工、故zの刑事責任亡あれば、上説内態様によ也高以内特別了';:h乃必ミE

'I~，が恭誌つけ九れる冶うカ刊、骨量 1 :は主筏自む持続れ、う 4十;;¥を記対相七一f!，こ、

特日Ij子 i;jj の行効の必長性i;喪主;こ法人の投忘の ~!.!， í:= をい日主するべにのよサな

樋 I1 (1)作法にけし亡は、社内i~C')特別l 予防の之、要性}エ i誌をま十ぞの必要条ιではあ

るが、よ翻Hヲ能検も f~&んて初めて必71:--[分条作になる i もか首、わらf'、ピ、変条

件(1)充iJ;をもって故意。i~，~~;元をf 与ものであり、治l_~L:';%夕刊であるといろ数科

書長りの形式的I'eギョは可がである v どが、!，1Ii1 : (7瓦.:;t:論{上、 l江主も含めと士官，，11¥

d苛主宇由主それカ芯守つスティノ.1-;z"効果と l 、う持訟や 1~; iD [，てよ校自守安全(:'，，'，う

f干仙からj.i討しょっトしιつ試み Fあり、その弐みか，CjYJ:方すむのぞあれは、妄!止の

特別fE方の必妄叫と何らかの委主 橘11:こち干の解明はまだ士され

ノらもっ C比五を成立させ)~ clいう出:1 の完全{~:I~\，~ :~t形式論理卜の誤りはな ν 信

寸の法人故意へのilt コ ;z 、形式的訴埋投イノ~:C) 古で:~""なく、市1) ~六体系. i己認ぬ7手

、毛を、ぷ力、自ヲ r 什よ、機自主義ピ句;前さ i引かモ.~: -1，-る試み、およびそしつ月刊

に対 L;':口;:}るべ会であ rヘうー

ょっ亡、責!十世円、ひ~ ~ ( (土、刑事犯~rcワ成立 A--?t人にまで拡張ごさふ;う=と

樋:1f2伐氾;閉掲 T(4_:文献 1，、 なj273i買、 2754TIi~t13 、樋打。0(9)
ヲIJ椙注 i/~ 之拭 1 日豆、It沼-~j主 ::1 てと Jて〉

10r1 →f正三子 l司、意と違法性的意i語、 IU999生・布斐吉司)三+竺、小林憲太111いiJlJ

J公的対台 i:!uu'，年・弘)(立)74員、以i同j:tl:-:¥;:たど

勾樋 (2日0初主J副主(/1、丈哉、六 完、 2'd1問、樋11位内市)前掲i十川、
正正式I()~(Ç 
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うかをや焚:すすふとめι以、刑事声i:e(，つ人子イ ι マ主主呆，.の院係合土壁R勺り'ctJ'J-C;，字

血である予と、 9 なわ ι、て主観的 í:l~;-j持1/龍三土と νう定えが、明実にとのよう

な主義や.f~'，-ているのかb分析jゐ必支があるーもちゥ/ν、ステノグーノ効果的

視占か九模e;ei表的i.:m決体主 E 犯長治体，;'Z，安再1弄築すω としうことが、必ず

しも主制ピり主主字山かム~fl:立されるニ止を .~:r主ずる 1:<1 日~.l ない 刑法仏系

1E罪詞イ木利」お 1 、、一主注目的-it!t;j日為 IIjfi】叫の存イ!がス r { ノ'^~l 効果の重要ノf~J~泉

であるこノ 7)司 IJ叫すれば、活Ilη;刻、ム，l~ (土反M仁、法人への刑事責汗は断念せ

ざF与を7はなくなるであろろコ

だ沖、円抗ノヘi おい ιもこじγ寸ttfじの白紙i土採レ'.-"':'-いるのでは，~いう，こ

のよつな対米ので観的/:1;:i品川様性の定 i+~:! )丹 I~t~ には世人的自由烹胃の存 (.t が

あのよ与えられる η しか本当ケ山内主主lZ寸志:オゐのか山 この~~也は従

来から哲子ょのj-l!:定訴ιの関係 C諭じ人7工ぐものであるが¥近時以、哲苧の

ような机上じつつ:~;í;'J)レベルではなく、定討北こ之っ仁三Hh烹Jょの万立が行定さ

~ (ている明向がみられるよ引にな た円九 1~1 学~ (7)京言論のLベlしであ恥:工、法

it'￥こと L しま仔・討 f主I~仮玩'ブィクシコ J と~， 'C お丸、二 l で i)~正論日りな勺

え jゴを州除でき ~):]I ~_ ~&町ずれl工事足 I' 三犯に Lうし、ソィクンヨシがブ〈グ

/弓ンである三とがお刊日 L てしまえばア f クンで〉と L に説符ノJ を提供.~る字詰

詐を果たすご乙がで主なくなっ c ま i ぬけ 1 ↓ ~f(j~主教と自民主、fP、円台手:t:-こ

FZ宇一柏のf空間r;ぶ七、Vi斗j:ft，ιム ー資11，~_'_ I.iι う，1:W1烹』

，.る!， ~λ 刀、大さし L

、自)Ol)年‘米京大学'.'版会}

4 、H'え白; . I )ま昭のヨ虫と刑事責FJW;;去の基tr1:.~ (196fi:'~ 東京大字出版会J

t日1同、 n卜針ii-~-n ' iJt'，三議 J 主汗 ~I)基弘.J {)~J.ê~'研究 :l:l 迄~~ ;~9fì6 年)日行員

:IC H:j. ~工、井z良「ウール ;J~バーの非決定治 ζl1J~三主粁1f J 変ぎの時J-U-~ お

ける J~論f'::六学，度忠義記ぃλ学il'l 志会 197 ?OTQむY

3(: BLI\;Ar，:I~ LIUI:r， SL，{c) '1いlι ょlijム fE.'.;I'CI¥!¥I. F九;， ['()日 I~. Luトおし ;i)II" 、 E~: ， 2(出4

ヰ r'v社nI

31 T R (200;;;'首脳注はD:' ，titk20l自

、l 小林、2(j(j7) 苛lょ持 i~t (26) :'Z、ifik286TI~玉、体系チ雪考のヨ'J抗と~て必妥なも

のJ強調する九ま亡、，I，m:憾であ心 ιLても説得力のとめに持;:~誌の邑義はある

台とについては品市 民恋 C!)_~と q 新!日代王孜両E学開究 2 号 \2009年) ~民 r:r l:J

下参P"

'B 小坂井齢、品『民放という虚構~ (~002-'it 京阜、太己主出版会!市街、川県円、τ

陪I1出 ドァ主主立論ぃぶる芦 i工甲一法の再構築~':)，(I(l9 1f:・;古品書房 ;ι:i80 --ç;，ユト

~::: '1'字GO>!.G3)1;;7;:) lf3らj
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長らぎが号きとしていり:別式におしに亡、 白11山IJ志型〉いワブイケ〉ヨンもこ毘旦f得早力を

宍つ勺て(l.込ζので(は互

f仮足1説元イや〉前，提是 lしCさξ宣1任千σの、主矧自ザ釣ド的J吋歪事卜Hυ.-一f飢九自此S":i芭包f行T干ニ志可能仕jドう f定七式

化ザ説巳カ若央うこに'"なり、異な♂九定式化がJとめ;~!;hゐょう仁なωti而で、

{是主{フイクシヨ/.，l: ~ ~C，-) f:-J )-:寸守、 tt、古 'V荷わうているどされてき J三 !~j 7/.~)，，-':.こ元Ij

1女{干の縄問そ限定する必妥もなくとるつ

もりλん、口ンブロ ゾ (Cf河口， 1，(，;nlγ(，:-;0) })守てたと犯 ~r 人誌33 :;6 、:i~f守、

足利宇i牛の DKA催7士lよる蛮JCの危険f 貯な r か九すれば、自主;t市 (ζ 主で

しえ'd:'いに Lても裁判官・ヨ律家LjJJ主i量を丈きヘたえる ν 、iレ(/):33) 科子技

術 相/iJ-~-I- f' (/)字刑を法的鴻凶，'~~-与らみむことい :;'1空重になることも考えうる 2

v か 一円 Jゾローゾの人格官、責任誌や DKA鑑定0))品以仁社司る不信感はと

ιらかシ、ぇ:手、 itfわしさは被告人の利持iこーよろし ヘ、 4'1析がさuちたハ
今棋の外にお?円いるへ権 I~I苛ジ)純占か 止当化さ才るもグ〉れあふのlだし

て、白L日庄阜の今在灯台1:-，こ対する不信感は、その土主ては、むし ljJ 倒的~I，;ii

責事由 a 二王制的 11'l行為可詑性やぞん~.い!:-: ~，~疋 uて[ま)- i.ふうさ、昧む、被77

人、一不手'Jぃ勘べ場面 L も吉いフ勺 rT) -C あ灯、 ríS'n7q，:，，~;主ず勺こよが F きぺ;; vろかlぷ

主三かではなL

このようにみると、責任を主観的帰安寧出やナー底的池千九可能門とい F定式

少ら離れて、刊ゴ.:".d:;~:うスティググ切呆ヒ体 tる安?右手分析 L て'，.'くこ ν う話

口が示唆する方市li:汽土J巴、ヂしも突飛なものではな九、むLろ、 tt司uの読誌の

台棋を ~ii ま χ たものだとけうここがで 3 る そして、 このJうな鋭古から支i千

j概念4考察するこ Jは、法人処副に l ドまらす、刑法体系目 jE~r完全体系一院に

μ I.il冗の主慌の卯J事f去手へのノンノ t ケトについと ri~ 乙 ι れといるつ

おじ2S3.!'eLo:n:)!'osO :.transl(~teぐ 1 by ~enr:y Hor~o l1)， CムiEle:l~s C2.lIS己尽三noRe 

lJl日h'ち 918. Lillle src川、ドピ11.2-3

初日/ソ"ーゾグ)小山位犯罪人誌止がその伐のl'>パクトのだ介に 4ノし￥こは

藤本有也刑事政去を，~-fIt，t'; r;:_土言JF反~，~ (I99，:;'年 百件書院¥4021以トなと参同

37平川;!，:守， 6 弓 :~3 f:l ;主京高裁:よ下 ζ宝帯府柏法士7:'':なされどの

I宮l:E~まのように筏律一子 E ぞもは忠意町、前に訓っ亡人る研究占もい 1;::， ここか

九は山ι害、論がJ五ずしも民主主学内H:請を相えるレベルク〉学問とイ置イμ'，.{)こと
が必4人とある?)疑問〉余地沖fな!ではなLhJ 

~C ::.土!日1) 替問
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おける tt!l概念に公平~を迫りフむもの合あωに

格1---1(})ホ唆 9，"'-'スヮノゲマゅj果の説占刀、 1;)fHi去体系・犯罪治体系;;:Ji;桜まる

方向 ~hJ~め j ば巴責任安刊のみならす， IU，J)荷主lこも拡大すゐ}ここ (":1，1'7 

此!の佐合と司J'事属ーイ1 との K5昔、 ζ;，~11手の 1;'t:~'，1f~の{弓向])ーさのみコメント右{す

;一る
市

'X， に、行政制裁と )1ず 1女{干この守慌をE 荊グ)達 ν を説明で丹る~JドlJi去はスデノ

グマ~~，- Lj λふためのブヲン r商品りょっな装置であれば、 fフシ、んのない市L

款を行うニシを奇IJi去体系 j:J.c:ザ論f:f:糸内観庁から ;~.I)) • .;:)こLはできなくな心

よコて、千政制裁 !:.:ì 土!fI.主体;~ (I)rl事行を <L~，する字、 :-iI 前に士る n もちノ}ん、

叩J去1t;'シ、 ~I) 河井Lか h解散手れた三!ても、 ~';f Á~J 士人1事P呆障やJt!y~ 原与l とし、勺

た刊しt I: Ë~ ;'ifu 以外c?)4tû ;;誌の fj" 立は~(，-Éできな1.... ~_、褒 Hl'~主主計台 、;了珪的な

市j民ぞあペムこ tが立まれるこ止も己うま cもな v が、ステノグ才気l呆を茶礎つ

ける非配じっ同占刀、r:)n責任的要件:irr j[:7: ~I;裁においCì:t必ず L も必要子はない

ごとになる(てのように、て、内民犯と付政均l試の守怖笥闘の l阜いをお鮮で δ

るのとはなかろうかサ ITIi;さのゴ清純I~i ;)，人様卜~Jiif0)依山のみによれ亡:iH界fけ

られぐい匂 l乃 Cあ凡i工、行政;:;'1]いもまっとくfiSJ~:限界付けかなされやばず cあ

ド 1;三井 ~\11 で説かれにいると二。会引にヲ:1')-(工、土礼状において、市lしか{、
7 

，~コ

法日の成u:;安!?土り Ib行政制裁の発助.eElf::がある程l_i.11:1: i ;この泣いの夜拠イづ

け -)'i:明確しな~れて 1 る(: ~之 l 川、治行_:1... 叶言、樋:l ìY'示政宇るよう 1 、~;;とはス

ティグマ効呆〔プラン"力!の{韮1干のとめに成~範EがSJ~: 界IJ けられて v 、Z，(

すれば、笥|到の追いや当fr.ぞ戸る c よ 可、行政恥裁の限界イ7けは、、とき
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